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新しい時代を切り拓く実践経営情報紙 

平成元年入社組・平成30年入社組の調査結果を公表 
「入社の決め手」の意識変化から見える採用戦略とは？ 
 

 古今東西を問わず年齢による意識差が存在するが、組織をマネジメントする立場にあれば常に

違いを把握する必要があるだろう。そこで注目したいのが、人材総合サービスを展開するスタッ

フサービス・ホールディングスによる「平成元年に社会人になった人」「平成30年に社会人にな

った人」を対象にしたアンケート調査だ。 

 「新卒1社目の会社に入社した決め手」に対する回答を多い順に並べると、平成元年入社組は

「やりがい」「勤務地」「給料」「企業の知名度」。平成30年入社組は「給料」「勤務地」「や

りがい」「社員との相性」「自己成長」。つまり現在の若者は給与額を重視しつつ、仕事内容や

キャリアアップ、人間関係も意識したバランス思考を持っているといえる。スタッフサービス社

は「ロマン志向からリアル志向へ」と分析した。 

 リアル志向は「1社目に入社する際、何年間そこで勤めようと考えていましたか」に対する回答

にも表れている。平成元年入社組の38.0%が「定年まで」と答えているのに対し、平成30年入社組

の27.9%が「3年以内」、19.4%が「5年以内」と回答。約半数が5年以内の転職を視野に入れている。 

 これらの結果から見えるのは、現状を見据え企業を信頼しない若者の姿だ。そうした意味では、

ノルマを達成しなければ得られない高額の給与や、お仕着せのやりがいを提示する採用広告より

も、等身大の姿とロードマップを示す方が人材確保やミスマッチ防止につながるかもしれない。 

 

 


